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 「何をどう食べるのか」は健康にとって重要だが
その管理の方法は多様

自由な選択 課税などによる誘導 販売禁止などによる制限

まとめ

リスクを考える時は常に全体を視野に入れる
食品そのもののリスク（危険度）は決して低くはない

→ だからこそ世界中の食品安全機関が健康と安全のために一致し
て薦めているのは
「多様な食品からなる、バランスのとれた食生活」

全ての食品になんらかのリスクがあり、リスクの正確な中身
はわからないものなのだから、特定の食品（種類・産地・栽
培法etc.）に偏らないことがリスク分散になる

消費者の責任の大きさ

限られた資源（私達のお金や時間）を有効に使うため
に、費用対効果の高い対策を支持しよう

表示は、選択
のためにある

資料：食品に関するリスクコミュニケーション（2017.3）資料 「安全な食品ってなんだろう？」より作成

＜５ まとめ＞
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まとめ：バランスのとれた食生活
• 食事バランスガイドは、1日に、「何を」、「どれだけ」食べたらよいかを考える際の参考にしていただ

けるよう、食事の望ましい組み合わせとおおよその量をイラストでわかりやすく示したものです。
• 健康で豊かな食生活の実現を目的に策定された「食生活指針」（平成12年3月）を具体的に行動

に結びつけるものとして、平成17年6月に厚生労働省と農林水産省が決定しました。

＜５ まとめ＞
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